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＜デイナイトケア事例検討＞

小向　武雄様（74）男性　統合失調症

デイナイトケア利用開始日：平成13年6月4日

治療計画：運動・創作活動・レクリエーションを通して、加齢に伴う能力の低下を出来るだけ少なくする。　　　　　

検討内容：現在の問題点の確認、今後の対応

現在の様子

○デイナイトケア

· うつむいた状態で、ポケットに手を入れて、ぼんやりとした様子で歩行している。

· 椅子に座り遠くを見ている。ニヤツキがある。

· 問いかけに対して、「はい」「いいえ」「わからない」と端的に返答する。

· 一人で過ごす事が多く、他者との交流は少ない。他者から話し掛けられることで返答する事は出来ている。特定メンバーに対しては稀に自分から話し掛けることがある。

· エアロビでは遅れる事があるが、取り組む事は出来ている。

· プログラムは傾眠である。質問に対して的外れな解答をする事があり、プログラム内容を理解している様子は見られない。

· プログラム開始時は他者が移動する様子を見て、移動しており、周りの行動に合わせている様子である。

現在の問題点

· 体力・能力の低下

· ポケットに手を入れている、靴のサイズが大きい、歩行不安定により転倒のリスクあり

· 「涼しい」「静か」と話してトイレ付近に座っている為、他者との接触の可能性あり

· 入浴の際に、体をきちんと洗えていないことあり。声掛けにより以前よりは改善見られている。

今後の対応

· 体力・能力の低下

⇒プログラム参加を継続し、能力低下を防ぐ

· 転倒のリスク

⇒見守り、ポケットに手を入れている場合には声掛けを実施し、転倒を防ぐ。靴のサイズについては青風荘に確認を行う。

· トイレ付近に座っており、転倒の可能性あり

⇒誘導に対しての拒否は見られないため、ミーティングルーム・作業指導室への誘導を行う。

· その他の問題点については、声掛けにて改善見られるため、随時声掛けを実施していく。

＜SST報告＞

デイケア

○月曜日グループ

テーマ：事故で倒れている人がいたらどうするか

内　容：以前のテーマであった為、ロールプレイを実施している。実施者を募るが実施者がいない為、テーマを提供したメンバーがロールプレイを行ってくれている。参加メンバーより応急処置を覚えたら良いんではないかとの意見があるが、今回のSSTでは、「助けを呼ぶ事」「事故発生現場の場所を聞く事」を重視して行った。

○水曜日グループ

テーマ：夢を実現する為には

内　容：メンバーより、「パラグライダーに乗ってみたい」との意見があり、“夢を実現する為には”とのテーマでSSTを実施している。夢を実現する為に必要な事として、「お金」「努力」「勇気」との意見あり。実現する為の手段がわからないとの事で、人への相談の仕方、聞き方について話し合っている。「パラグライダーに乗ってみたい」との意見を出したメンバーは「旅行会社の人に、パラグライダーをやりたいが、パラグライダーをやれるプランがないか聞く」と話されている。

様　子：メンバーの中には私語が多い方がおられた。

⇒リーダーはＳＳＴを進行し、コ・リーダーは私語が多いメンバー対応を行った為、スムーズに進行出来た。

○木曜日グループ

テーマ：入学式などで初めて会った父兄と何を話すか

内　容：メンバーからテーマが出ず、スタッフからテーマを提供している。メンバーから意見を募ると、「趣味から話したらいい」「話し掛けやすいオーラかどうかをみる」「見た目で話し掛けてもいいか判断する」「様子をうかがう」「部活など何かきっかけとなるものが出来たら話し掛ける」との意見が出る。

様　子：内容がそれたり、自分の意見をリーダーに一方的に話すメンバーがいる。

⇒自分の意見を話すメンバーの対応は、リーダーが行い、その間、コ・リーダーが進行した。

○心理スタッフからの意見

メンバーがSSTのルールを理解し、セッションを行う為に、プログラム中にルールを張り出したらどうか。そうすることで、プログラムを実施するスタッフもプログラムを進めやすい。

＜連絡事項＞

· 4/10（金）繁名和恵様の青山荘退所後の支援について、青山荘スタッフと通所スタッフにて検討予定（参加スタッフ：木村）。

· 春の健康診断のレントゲン・採血の予約を4/16（木）までに入力する事。

· 各担当分の実施計画の作成を4/15（水）までに実施する事。作成後は各リーダーに報告する事。

＜外来患者様情報＞

・沢田　三朗様～変わりなく、マイペースで生活しているとの事。

・横町　浩　様～父を隣に乗せて、時折運転しているとの事。妹様の子供の面倒を見ていると報告している。

・関　秀治　様～外泊中は田植えの手伝いをしているとの事。担当医に外泊後疲れがある場合には通所を早退して良いか確認しており、担当医了承している。自分を真面目だと思っていたが、エアロビの際に上手く出来なくて、適当にやっていたら、他メンバーより「適当だね」と言われたと話している。

・島浦美千男様～3/8より血糖降下剤が止めとなっていたが、採血結果にて血糖値145、HbA1c6.2と状態悪い為、アマリール（1）1/2錠処方となり、明朝より服用開始となる。　

・田名部一樹様～具合は良いとの事。肉より野菜を多く取るように気をつけていると話している。特に変わりはないとの事。

・関口　禅　様～自炊後、食事に偏りがあると報告しており、気をつけたいと話している。

・久保　興介様～タウンページを配るアルバイトを2週間毎日10時～16・17時まで行っていると報告している。夕方になると疲れがあり、幻聴があるが、薬を飲んで休むと次の日には回復していると話している。「やっていけそう」との事。

・荒木地和弥様～通所には通えているとの事。今日は首を寝違えてしまい、首が回らないと話している。

・大久保律子様～本人希望にてユーパン止めとなっている。5/8採血予定。

・村田　昭一様～調子は「まぁまぁ」と話しており、特に変わりはないとの事。

＜利用者様情報＞

・繁名　和恵様～昨日（4/9）頭痛など不調を訴えており、14：00プログラム中に水を吐き出すことあり。「喉が渇いていたため、水をコップ3杯程一気飲みした」と話している。「吐いたから喉が痛い。声が出ない」と小声で話す。血圧127/87mmHg、脈拍101回/分。その後も不調訴え、青山荘に帰荘している。本日（4/10）来所しており、表情も良い。本人より「コーヒー飲んでもいい？」と確認あり、今朝からの水分摂取状況を確認すると、過飲水傾向である。本人には水分調整をして摂取するよう伝えている。摂取後1時間経過すると、テーブルに臥してしゃくりあげており、スタッフ声掛けするが反応なし。昼食前に自ら「昨日死にそうになってごめんなさい」と話にきている。昼食は全量摂取しており、体調不良の訴えはない。

⇒水分過剰摂取の場合には声掛けを行う。青山荘退所を控えている為、健康管理の必要性を説明していく。

・田向　冷美様～本日来所している。昼食前眩暈、体調不良の訴えあり、静養室の利用希望あり。バイタル測定実施。117/78mmHgと正常値。スタッフより空腹の為も考えられる事伝え、デイケア欠席中の食生活の乱れについて振り返りを行い、間食を控えるよう伝えている。昼食全量摂取し、他者と表情良く交流を持たれている。

13時より担当スタッフと面談を実施し、現在の本人の問題点、今後のデイケア利用について検討している。本人から上げられた問題点としては、①テンションが上がってしまったら下げられない、②母様との関係性、③トイレが近い、④体重増加傾向の4点を挙げている。②については、「距離の取り方が分からない」と話しているが、以前は父様との関係性も悪かったが、現在は修復できており、母様ともいずれは修復できるかもしれないと話している。「自分なりに試してみてスタッフに報告する」との事。③については、「気にしない」「個性と思う」と話している。④については体重管理は出来るかなと自信の無い様子で話しており、今後も継続して定期的に体重管理について話をしたいとの事。

デイケア欠席中について、日中の時間を自分で考えて使用する事が出来たと話しており、家族との関係性も良くなったとの事。しかし、ここ数日母様より「家でゴロゴロして家畜みたい」と言われ、日中の時間を上手く使えていないと気付いたとの事。

交際相手について、来週から仕事を始めることになり、平日は会えなくなるとの事。

就労については、他者に雇用されたくないと話しており、「交際相手の仕事の手伝いをする」との事。しかし交際相手の仕事が軌道に乗った後手伝いをするとの事で、それまでは仕事をしないとの事。

自らの問題点の改善、日中の居場所の為に今後も継続してデイケアを利用したいとの希望あり。利用日については、利用日を3回/週から2回/週へ変更、利用日の際には担当スタッフとの面談を実施したいとの事で、担当医に相談してみるよう伝えている。

・大久保律子様～昨日まで3日間ほど強い頭痛が続いていており、食事も摂ることが出来ず嘔吐したとのこと。「1ヶ月飲んでいた小さい薬のせいだと思う。今日減らしてもらった」「今日は調子が良い」と話す。気分の落ち込みや憂鬱な気分はないとの事。

・五日市　公様～本人より便失禁をしたとの報告あり。理由については「トイレが混んでいて間に合わなかった」との事。青風荘に一時帰荘し、更衣行っている。表情の硬さ見られず、不機嫌となる事は無い。

⇒トイレの個室が不足している為、2F身障者トイレも開放していく。

・田中　正士様～昨日トイレにて便失禁あり。トイレに篭り下着1枚で処理しているため、スタッフが青風荘で着替えを受け取り本人に渡している。本人より「便をしていたらトイレットペーパーが無くて隣のトイレへ行こうとしたら間に合わなかた。」との話あり。更衣済ませ入浴している。入浴後スタッフへ「お腹くだっていて」と話している。

⇒トイレの個室が不足している為、2F身障者トイレも開放していく。

・高橋　百壽様～本日欠席している。昨日（4/9）、「明日通所を欠席し休養を取りたい」と訴えあり、理由として「通所利用日以外に他科受診することや週末は甥と会うなど忙しくて疲れが溜まっている」と話している。最近就床前薬を飲まずに就寝してしまうことがあり「今までの自分を振り返ると服薬をしなくなって体調を崩す傾向にあるので気をつけたい。」と話している。以前はお母様も就床前薬の服用の声掛けをしてくれていたが最近は声掛けがないとの事で、再度声掛けをしてもらうよう依頼してみるとの事。

・清水　秋男様～青風荘より情報提供あり。腰から大腿部の痛みの訴えがあり歩行が困難である為、室岡整形外科を受診し、「腰背筋痛症」との診断となったとの事。骨には異常はないとの事。

⇒運動不足な状態で運動した為に痛めた可能性もあることから、運動プログラムでの運動を促していく。

・田中　一　様～郵便物の転送の手続きに関して、青明舎スタッフと郵便局へ外出し無事に手続きを終えている。他機関スタッフに対しての不満を強い口調で訴えることはある。本日も昼食後、「郵便局に電話します」と外出している。

⇒訴えが頻回となっている為、本人の訴えを傾聴し、関係機関と情報共有し、統一した対応を行っていく。

・岩城　敏夫様～青風荘より情報提供あり。プリンター購入を検討しているとの事。購入の際には使用方法についてデイナイトケアスタッフに説明して欲しいとの依頼もあり。購入の際にはロッカーに入る大きさで検討して欲しいと本人・青風荘に伝えている。






















